
機能要件一覧

対応可否 実装状況・対応状況を記載する欄

■基本要件 対応可の項目に○を記入ください

基本事項 サービス提供環境 機器環境

利用者の操作機器環境（PC、スマートフォン）及び管理者側

（管理システム・ドライバー）の操作機器環境として、指定す

る機器環境に対応すること。

利用者側の機器環境

・対応デバイス：スマートフォン

・対応OS、バージョン：Android11以降、iOS12.5.4以降

・対応ブラウザとそのバージョン：Chrome55.0.283以降、

Safari10以降

管理者側の利用環境

・対応デバイス：PC

・対応OS、バージョン：Windows11 21H2以降

・対応ブラウザ、バージョン：Microsoft Edge 94以降

・対応デバイス：シンクライアント端末

・対応OS,バージョン：Windows Server 2025 DataCenter

・対応ブラウザ、バージョン：Microsoft Edge 94以降

○

ネットワーク環境

サービスを提供するネットワーク環境及び通信経路の暗号化に

ついて指定する要件に対応すること。提案する環境が要件と異

なる場合は、その理由やネットワークセキュリティ面で問題な

いことを示すこと。

利用者側環境：インターネットで接続できること。

管理者側環境：LG-WAN系もしくはインターネット系（自治体

が指定するネットワーク）で動作すること。

インターネット上の通信経路においては暗号化を行うこと。

○

データ管理

データ管理環境について指定する要件に対応すること。提案す

る環境が要件と異なる場合は、その理由やデータセキュリティ

面で問題ないことを示すこと。

・アプリサービスの場合、デバイス内には情報は保有せず、

ISMAP（政府情報システムのためのセキュリティ評価制度）

サービスリストまたはデータセンターの要件を満たすクラウド

型の電子申請サービスを導入すること。

・情報資産は発注者が指示しない限り日本国内に保管されるこ

と。

○

データのバックアップに関して指定する要件に対応すること。

提案する環境が要件と異なる場合は、その理由やデータセキュ

リティ面で問題ないことを示すこと。

・バックアップ環境：指定した場合を除き全て日本国内である

こと。

・サイクル（間隔）：日次

・保有期間：２週間分

○

サービス利用者の端末故障時や機種変更時のデータ引継ぎが配

慮がされていること。 ー ○

サービス提供時間 メンテナンス時間を除き24時間利用できること。 ○

ライセンス数
利用者側ライセン

ス

利用者側アカウントライセンスが必要となる場合は、利用者の

同時接続数に制限がないこと。
○

管理者側ライセン

ス

管理者側アカウントライセンスが必要となる場合は、管理者の

同時接続数に制限がないこと。
○

デザイン・操作性 デザイン・操作性

表示画面上の項目配置や色使い等、誰もが利用しやすいユニ

バーサルなデザインであること。また、利用者およびサービス

を提供する管理者双方にとって、わかりやすく、操作性が高

く、効率的な運用が可能であること。

利用者がアプリのコンテンツ内容を視覚的に理解でき、操作し

やすい画面デザインを実現できること。
○

アクセシビリティ アクセシビリティに配慮したデザインであること。
「JIS X8341-3：2016」が規定する「レベルAA」に準拠するな

どアクセシビリティに配慮したデザインであること。
〇

視覚障害者支援

視覚障害を持つユーザーの操作を補助するように配慮すること

が望ましい。 ー 〇

多言語対応

次の言語に対応すること。

・英語

・中国語（簡体字/繁体字）

・韓国語

・スペイン語

・インドネシア語

左記以外も可能な限り多言語に対応することとし、企画提案書

に対応予定言語を記載すること。
○

情報セキュリティ 認証資格
情報セキュリティに関する指定する認証制度・評価制度に対応

すること。

次の認証制度・評価制度に対応すること。

・ISMS

・プライバシーマーク

○

データセンター

・データセンターは Tier３または4相当であり、建築基準法

（昭和 25 年法律第 201 号）の新耐震基準に適合しているこ

と。

・データセンタの物理的所在地を日本国内とし、情報資産につ

いて、合意を得ない限り日本国外への持ち出しを行わないこ

と。

ー ○

個人情報・情報セ

キュリティの遵守

個人情報・情報セキュリティに関する法令および条例等を遵守

すること。

遵守する法令および条例等は次のとおりとする。

・個人情報保護法

・千歳市情報セキュリティポリシー

○

システムログ

エラー情報の把握やUI/UXの改善に必要となるログ情報を取得

すること。 ー ○

アクセス・操作ロ

グ
管理システムのアクセスログ・操作ログを取得すること。 ー ○

不正プログラム対

策

システム（サービス）の稼働環境及び開発・テスト環境におい

ては、コンピュータウィルス等不正プログラムの侵入や外部か

らの不正アクセスが起きないよう対策を講じるとともに、それ

ら対策で用いるソフトウェアは常に最新の状態に保つこと。

ー ○

システム（サービス）の稼働環境及び開発・テスト環境で用い

るOSやソフトウェアは、不正プログラム対策に係るパッチや

バージョンアップなど適宜実施できる環境を準備すること。
ー ○

その他セキュリ

ティ対策

個人情報の保護に配慮するなど、利用者が安心して利用できる

対策を実施していること。 ー ○

サービス終了時・

契約満了時等の対

応

保有データの提供

サービス開始後に利用者が入力した情報及び発注者が登録した

情報のうち、発注者の情報管理権限を有する情報（発注者が提

供を希望する情報）については、契約終了時に全て抽出し発注

者に提供可能とすること。

ー ○

保有データの消去

等

サービスを終了若しくはサービス利用契約終了後は、発注者が

提供を希望する保有データの提供ののち、速やかにシステムか

ら消去すること。消去においては、復元不可能な状態にするこ

と。

データ消去後に、当該データを保存していた記憶装置の物理的

破壊を行うととももに、そのエビデンスを提出すること。
○

オプトアウト対応

利用者からの申し出により、当該利用者に関する情報を全部ま

たは一部削除できること。 ー ○

利用規約等 利用規約への同意

サービスの初回利用時やサービスに重要な変更を行った際に

は、利用者に利用規約の内容を提示し、確認（同意）をとるこ

とができること。
ー ○

プライバシーポリ

シー

プライバシーポリシーを表示すること。
ー ○

問合せ機能 ー

サービス内の問い合わせフォームなどから、問い合わせを行う

ことができること。 ー ○

統計機能 ー
サービスの運用状況や利用状況を定期又は任意の時点で集計

し、確認できること。

集計するデータは次のとおりとする。

アプリ利用登録者数、アプリアクティブ利用者数、機能ごとの

利用数など

○

関係法規制への対

応
ー

サービスの稼働、運用・提供に関係する関係法規制を遵守する

とともに、常に最新動向を把握し、適宜必要な見直し・改善を

実施すること。
ー ○

資格管理
利用者側アカウン

ト管理
管理情報 利用者情報を登録・管理できること。

管理者情報として登録する情報は次を基本とする。

氏名、職員番号、所属、メールアドレスなど
○

必須

機能

回答欄
記入用凡例

機能分類体系

要件

（事業者名）

大項目 中項目 小項目

（サービス名）
○：対応可

×：対応不可

△：その他(備考欄に詳細を記入ください)

仕様書・要件定義

詳細要件・補足説明

必須で

はない

が、実

装が望

ましい

機能



自身の情報以外に子ども等の情報を追加できること。
ー ○

アカウント設定・

登録

利用アカウントの設定・登録ができること。
ー ○

アカウント認証方

法

利用者アカウントは指定する認証方法（再認証も含む）に対応

すること。 ID・パスワードでログインできること。 ○

利用者登録せずに利用できる機能があること。
ー ○

マイナンバーカードの公的個人認証サービスを用いたログイン

に対応すること。 ー 〇

アカウント情報の

修正・停止（廃

止）

利用者自身がアプリ上でアカウント情報の修正・停止（廃止）

を行えること。 ー ○

管理者が利用者のアカウント情報を確認・停止（廃止）、削除

ができること。
ー ○

管理側アカウント

管理
管理情報 管理者情報を登録・管理できること。

管理者情報として登録する情報は次を基本とする。

氏名、職員番号、所属、メールアドレスなど
○

アカウント登録・

設定

管理者側利用者アカウントは、指定する方法等により登録・設

定できること。 ・管理者アカウントIDとしてメールアドレスを利用して登録で

きること。

・システム管理者が、管理者側アカウントを発行することがで

きること。

※システム管理者等の依頼による委託者等の作業も含む

・登録できるアカウント数には上限を設けることができるこ

と。

○

アカウント認証方

法

管理者側利用者アカウントは、指定する認証方法（再認証も含

む）に対応すること。
ID・パスワードの認証でログインできること。 ○

アクセス制御

所属や個人ごとなどで管理アカウントの権限を設定できるこ

と。 ー ○

■機能要件

全般 ー アプリ配信
千歳市のポータルアプリであることが分かるように、独自のア

イコン、アプリ名等をアプリの中で明示できること。
ー ○

AppStore、GooglePlayに独自のアイコンとアプリ名で登録で

きること。
ー ○

利用促進につなが

る機能

利用者が日々楽しみながらサービスを利用できる工夫がされて

いること。 ー ○

全体画面デザイン

スマートフォンやタブレットなど異なる画面サイズでも最適に

表示できるレスポンスデザインを採用すること。 ー ○

UI/UXの改善等

1年に1回程度、利用者の操作性・利便性を高めるアップデート

を実施すること。 ー ○

操作方法・FAQ

サービス内容やアプリの操作に関して、わかりやすくFAQ等で

ヘルプ表示されるなど、アプリを簡単に利用してもらうための

工夫がされていること。
ー ○

WEBビュー

スマートフォン、タブレットにアプリをインストールしない場

合にも一部の機能はWEBブラウザ上で確認できること。 ー ○

利用者機能要件

（利用者向け）
基本機能 全般

他の住民サービスのサイト・アプリへのリンクを設定できるこ

と。 ー ○

コンテンツ機能 広報誌閲覧

自治体が発行する広報誌の電子版（PDF形式等）を閲覧できる

こと。 ー ○

ごみカレンダー

ごみ収集日をデータベース化し、設定された居住地区に従い、

該当の収集日をカレンダー表示できること。 ー ○

カレンダー上にはごみの種別がわかるアイコンが表示されるこ

と。（カレンダー表示を行いたい場合に指定） ー ○

居住地区外も含めた自治体内のごみ収集日カレンダーを閲覧で

きること。 ー ○

ごみ収集日の前日、利用者情報に設定された居住地区に従い、

アプリ利用者にプッシュ配信で通知できること。 ー ○

各ごみ種別に応じたごみの出し方や、ごみの例を表示できるこ

と。 ー ○

ごみの名称（乾電池、ライターなど）一覧表示できること。ま

た、利用者がごみ種別を容易に検索できる機能を有すること。 ー ○

イベントカレン

ダー

イベントをカテゴリ分類し、利用者が興味のあるカテゴリーを

選択することで、イベントの絞り込みができること。 ー ○



長期開催するイベントは、開催日別表示とは別に分かりすく表

示できること。 ー ○

興味のあるイベントを登録することで、リマインド通知ができ

ること。 ー ○

イベント情報をデータベース化し、カレンダー表示できるこ

と。また、開催日が近づいたイベントをプッシュ配信で通知で

きること。
ー ○

カレンダーはイベントがある日を判別できる工夫（アイコンの

表示など）がされていること。また、土・日・祝日がわかるよ

うに色分けされていること。
ー ○

イベントの詳細画面で、日時・場所・内容・画像・地図を表示

できること。また、現在地からのナビゲーションができるこ

と。
ー ○

施設情報

施設情報(避難所情報を含む)を一覧で表示することができるこ

と。 ー ○

公共施設、観光施設、避難所等に関する施設情報の位置を地図

上にピンや画像で表示できること。 ー ○

地図上の画像やピンをタップすると、施設名や避難所概要等を

表示できること。また、詳細画面（画像、タイトル、内容を表

示）に遷移できること。ピンがマップ上で重なっている場合に

おいて、利用者が認識できるように表示の工夫をしているこ

と。

ー ○

施設情報の詳細画面で、施設の位置が分かる地図が表示できる

こと。(避難所情報も含む) ー ○

現在地から選択した施設までのナビゲーションができること。
ー ○

施設内に設置したQRコードをアプリ内のカメラで読み取るこ

とで、施設情報の詳細ページなど指定したWEBページに遷移で

きること。
ー ○

スタンプラリー

スタンプ設置場所では、QRコード読み取りまたはモバイルデ

バイスのGPS情報等により、スタンプを取得できること。 ー ○

情報の提供・通知

情報

お知らせ情報の操

作

アプリ上で、新着情報を分かりやすく表示できること。また、

閲覧後に閲覧済みであることが分かること。 ー ○

配信されたお知らせをお気に入り登録することができること。

また、お気に入り登録した記事の一覧を表示できること。 ー ○

管理側機能 基本機能 メンテナンス機能

アプリトップ画面に表示する画像を指定でき、画像の変更や増

減を管理システムで更新できること。 ー ○

アプリトップ画像の公開期間を設定できること。
ー ○

トップ画面の画像にURLを設定し、画像から設定したページや

WEBサイトへ遷移できること。 ー ○

アプリ内のイラストやメニューは管理者システムで変更できる

こと。 ー ○

削除されたデータは一定期間は復元可能なようにごみ箱機能に

保持されるなど、誤操作防止・リカバリ方法が考慮されている

こと。
ー ○

利用者には公開されない画面領域を使用するなどにより、必要

に応じて市がテスト運用等を行える仕組みを有していること。 ー ○

データ検索、出力

等管理

各メニューで管理しているデータについて、CSV等によりデー

タ出力できること。 ー ○

大量データを入力する場合は、一括インポートができる機能が

あること。 ー ○

コンテンツ機能 ごみカレンダー

新規にごみの情報を追加したい場合、管理システムにて職員が

追加できること。 ー ○

イベントカレン

ダー

イベント情報の登録・変更・削除ができること。
ー ○

イベント情報をExcel等で一括登録できる仕組みがあること。
ー ○

スタンプラリー

イベントスポットや施設などをスタンプ設置場所として、アプ

リ内でデジタルスタンプラリーを行う機能があること。また、

同時に複数のスタンプラリーを実施できること。
ー ○

スタンプの獲得方法は、設置場所ごとに個別に設定することが

できること。 ー ○

スタンプラリーを達成した際に、特典等のお知らせを表示でき

ること。 ー ○

スタンプラリーに使用するスタンプ画像は、任意の画像を設定

できること。 ー ○

情報の提供・通知

機能
お知らせ情報配信

お知らせを情報をプッシュ型で通知できること。また、プッ

シュ通知を行う場合には、アイコンバッジを付与できること。 ー ○

利用者の登録した居住地区や生年月日、キーワード等の情報か

ら、特定の利用者へのプッシュ型の情報配信ができること。 ー ○

お知らせ情報に、画像、外部サイトのURLが添付できること。
ー ○

お知らせ情報に位置情報を添付することができること。また、

詳細画面から、現在位置からのナビゲーションが可能であるこ

と。
ー ○

プッシュ型の情報配信は、日時を指定した予約配信が可能なこ

と。 ー ○

掲載する情報に、公開開始日・終了日を設定することができる

こと。 ー ○

プッシュ型の情報配信は、管理者の承認が必要／不必要を選択

できること。 ー ○

自治体ホームページの新着情報（RSS）と連携し、アプリ上で

情報配信できること。 ー ○

アンケート機能 アンケート作成

任意に設定した内容のアンケートを配信し、回答を収集できる

こと。 ー ○

アンケート項目は、単一選択式、複数選択式、日付入力、自由

記述(単一行、複数行）など、様々な回答形態に応じた設定が

可能なこと。また、必須入力や任意項目の設定や簡易な入力

チェックができること。

ー ○

アンケート通知集

計

アンケートの内容を確認し、CSV等でデータ出力できること。
ー ○

その他機能 業務統計機能 業務統計機能

定例又は任意の時点・期間における利用統計（集計）を確認で

きること。 ー ○


